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	ブロフレアAASC
	■種 類 名：ブロフラニリド水和剤
	■有効成分：ブロフラニリド 5.0%
	■登録番号：第24422号
	（三井化学クロップ＆ライフソリューション登録）
	■毒    性：普通物(毒劇物に該当しないものを指していう通称)
	■登録初年：2020.09.14
	■性    状：黄色水和性粘稠懸濁液体
	■有効年限：5年
	■包    装：250㎖×20本、500㎖×20本
	【特長】
	 ブロフラニリドを有効成分とした新規作用性を有する殺虫剤。
	 速やかに殺虫効果を示し、既存剤に感受性の低下した害虫にも高い効果がある。
	 ３週間程度の残効性があり、また耐雨性にも優れる。
	 チョウ目とキスジノミハムシが同時防除できるので、あぶらな科野菜の害虫防除に最適である。
	【適用内容】（2024年11月末日現在）
	【効果・薬害等の注意】
	【安全使用上の注意】
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